
1. 
新年度になり、各米山学友会では続々と総会

が開催されています。 

7 月 3 日には、関西米山学友会が「ＹＯＮＥＹ

ＡＭＡ ＨＡＲＭＯＮＹ〜新しい未来への調和

〜」をテーマに学友会総会を開催し、203 人が集

まりました。3 年ぶりに対面で開催された今総会

では、学友会の活動報告に加え、新規奨学生を紹

介。学友によるレクイエム音楽祭の演出では、世

界平和を祈願する演奏、踊りを披露するなど、同

学友会の総会は大盛況となりました。また、ウク

ライナ学友が在籍する教育財団への寄付が集め

られ、世界平和への想いとともに贈られました。 

今総会で任期満了となった閔
ミン

スラ会長（大阪

うつぼＲＣ）は、「関西米山学友会のスローガン

は、私が会長として務めさせていただいた 2 年

間の、“日本から世界へ、世界から日本へ”から、

“ＹＯＮＥＹＡＭＡ ＨＡＲＭＯＮＹ”に変わり

ます。過去・現在・未来をつなぐ世代の調和、そ

して、人と人との調和を通じて米山の強化・拡張

を図ることで、より積極的な活動につながるこ

とを期待しております。多くの変化を迎える意

義深い時間を、多くの米山ファミリーとご一緒

できて、とても嬉しかったです。私たちが笑顔で

過ごした時間は、これからの 1 年間の活動に大

きな力になってくれると思います」と、述べまし

た。

2. 2023 学年度奨学生の募集を開始
来年4月採用の新規奨学生募集が始まりまし

た。各地区の米山記念奨学委員会が選定し、当

会選考・学務委員会と常務理事会の承認を経た

指定校は、全国で 569 校（前年度 564 校）。指定

校からの被推薦者数は 1,901 人（同 1,804 人）

で、この中から新規奨学生約 620 人が選ばれま

す。今回、初指定校は 9 校。また、6 地区が例

会に通える範囲の地区外の大学を指定。大学・

大学院以外を対象とする地区奨励奨学金は、13

地区（同 13 地区）33 校（同 33 校）となりまし

た。各地区米山奨学委員会では毎年、学校説明

会や担当者との懇談を行い、事業の目的に適う

多様な人材を採用しようと努力しています。当

会からは 8月 4 日に、全指定校に宛ててメール

で通知しました。指定校からの応募締切は例年

通り、10 月 15 日となります。 

※指定校一覧、募集要項・申込書式は、当会

ホームページにて公開しています

3. 寄付金速報 ― 2022-23 年度の始まりは? ―
2022-23 年度の寄付金スタートは 2 億 1,100

万円、前年度と比べ約 150 万円の増加（普通寄

付金:1.5％増、特別寄付金:1.3％減）となりま

した。新型コロナウイルス感染症が蔓延し始め

た 2019 年度以降、初めて 7 月の寄付額で前年

度を上回り、久しぶりに前年度増の数字で新年

度のスタートを切ることができました。感染症

の収束がなかなか見えない昨今ですが、皆様の

変わらぬご支援に厚く御礼申し上げます。今年

度も、引き続きご協力賜りますようよろしくお

願いいたします。 
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4. ベトナム学友グループが 2 年ぶりに活動を再開
6 月 11 日、背中に「超我の奉仕」の文字を刻

むシャツを着て、ベトナム・ホーチミンの学友

グループが 2 年ぶりに活動を再開しました。当

日は 7 人のメンバーと、その家族を含めた総勢

9 人が参加し、4カ所の児童養護施設を訪問しま

した。 

寄付したのは、インスタント麺 13 箱、お米

75kg、調味料などの生活必需品、おむつ、牛乳、

洗濯用洗剤、食器用洗剤、炊飯器(大:1 個、小：

2 個)、フライパン、扇風機、アイロンなどの家

庭用品、小学 1 年生用の教科書、子供用の衣類

などです。また、パソコンとプリンターが今後

寄付される予定とのことです。 

参加したメンバーは、「久しぶりに施設に訪

問して、子どもたちに会えました。子どもたち

と言っても、小学生から大学生まで、年齢の幅

は様々です。会うのは 2 年ぶりでしたが、今で

も子どもたちの、幼い頃の可愛い表情をよく覚

えています。今回、私たちは愛情とエネルギー

全開で、子供たちの身の回りのすべてをお世話

させていただきました。私たちにとって大切な

一日のために、入念に準備してくださった施設

の皆さまに心から感謝します」と、述べました。

 

5. 「再会 in 関東」開催まで 1 年
第 3 回米山学友による世界大会「再会 in 関東」がいよいよ 2023 年 8 月に開催されます。この

大会は 2年に 1 回、米山学友会の主催で行われるもので、今回も世界の米山学友が集い、ロータリ

アンとの絆を深める企画が盛りだくさん！来年 8 月に向けて、日本国内の各学友会による「チャリ

ティー奉仕リレー」も始まります。ロータリアンを対象とする募集企画もありますので、ぜひ参加

をご検討ください。 

 

日程：2023 年 8 月 5 日（土）・6 日（日） 

会場（5日） ...... つくば国際会議場、ホテルグランド東雲 

登録料 ........... ロータリアン（ロータリアン学友含む）とそのご家族 ￥15,000、 

米山学友・奨学生 ￥7,000、そのほか学友のご家族、友人など￥7,000 

登録方法 ......... 来年から正式に登録用紙を配信する予定です 

問い合わせ先 ..... 世界米山学友による「再会 in 関東」実行委員会（yoneyamaworld@gmail.com） 

 

※上記プログラム中の「ポスター発表（ビジネス or ご自身の活動紹介）」と「百人合唱祭（でき

れば元奨学生を誘ってペア参加）」はロータリアンからもご参加を募る予定です 

8/5 

10:00～ ポスター発表（学友会活動・ビジネス紹介）

14:30～17:30 本大会（百人合唱祭など） 

18:30～21:30 晩餐会 
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9:00～18:00 奉仕活動＆文化体験 
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